
…
－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

　
　
酋

　
　
筋
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八
月
十
一
日
困
か
ら
福
祉
年
金
の

支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
指
定
郵
便

局
で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
福
祉
年
金
受
取
り
後

助
所趨

一
＾
）

郵便局でお金を受け
取ったら、緑色の年

金証書を提出してく
ださい。

葺金疎

多　○
●o

7

は
、
所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
福
祉
年
金
証
書
を
左
表
で
指
定

さ
れ
た
場
所
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

お
い
で
い
た
だ
く
か
た
・
本
人
ま
た

は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

持
参
す
る
も
の
　
福
祉
年
金
証
書
と

福
祉
年
金
証
書
に
押
印
し
た
印
鑑
。

　
当
日
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
。
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
か
た
は
、

早
め
に
福
祉
年
金
の
支
払
い
を
受
け

福
祉
年
金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
生
活

課
年
金
係
（
E
七
－
三
一
二
番
内

線
一
二
九
）
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し

期
　
　
日

年
金
支
払
い
場
所

年
金
証
書
提
出
場
所

8
月
11
日
困

午
前
9
時

～
午
後
4
時

十
日
町
郵
便
局

十
目
町
郵
便
局

（
市
民
生
活
課
年
金
係
員
）

十
日
町
本
町

　
　
　
簡
易
郵
便
局

市
役
所
市
民
生
活
課
年
金
係
窓
口

十
日
町
高
田
郵
便
局

土
市
郵
便
局

土
市
郵
便
局

市
民
生
活
課

年
金
係
員

魚
沼
中
条
郵
便
局

魚
沼
中
条
郵
便
局

十
日
町
川
治

　
　
　
簡
易
郵
便
局

十
日
町
川
治

　
　
簡
易
郵
便
局

下
条
郵
便
局

下
条
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

魚
沼
吉
田
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

越
後
水
沢
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
簡
易
郵
便
局

新
水
農
協
主
任

六
箇
郵
便
局

六
箇
郵
便
局

六
箇
地
区

公
民
館
俵
山
に

※例年午前中は混み合いますが午後からは比較的すいてい
　ます◎

※福祉年金請求書は必要事項を記入の上お持ちください。

な
い
と
、
次
期
（
十
一
月
、
四
月
支

払
い
分
）
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の

　
　
標
語
募
集
〃
”

　
新
潟
県
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
で
「
誰

か
ら
も
理
解
さ
れ
」
そ
し
て
「
親
し

ま
れ
る
」
国
民
年
金
の
標
語
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
を
使
用
、

一
人
五
点
ま
で
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。
住
所
、
氏
名
の
ほ

か
に
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
切
り
　
八
月
三
十
一
日
図

●
入
賞
　
最
優
秀
・
優
秀
の
各
一
点

に
知
事
賞
・
佳
作
十
点
以
内
を
国
民

年
金
協
会
賞
と
し
ま
す
．

●
送
り
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
番
町
　
新
潟
県
民
生
部
国

民
年
金
課

●
そ
の
他
　
ω
応
募
は
県
内
居
住
者

に
限
り
ま
す
　
ω
入
選
作
品
の
版
権

十日町病院・小鑓科の診療

時闘が変更になりました

〈月曜〉　受付午前8：3翫轍1：00

〈金曜〉従来どお璽午後が一ら

※なお．月曜午後韓撫箆科特殊診

　療の実施についで検講を進めて

　います。　　　一肇日町病院一

各種相談へ
事故相談〕　8月2日（月）

行政相談〕　8月19日（木）

内職相談〕　8月20日囲
一いずれの相談も

午前10時～午後3時
市役所市民相談室

通
例
回

交
定
巡

〔
　
　
〔
　
　
〔

間
場
時
会

は
県
に
帰
属
し
、
応
募
作
品
は
返
却

し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
市
・
市
民
生
活
課
年
金

係
（
盈
七
ー
一
三
一
一
番
内
線
二
一

八
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原
水
爆
禁
止

十
日
町
市
民
大
会
を
開
催

　
原
子
爆
弾
が
広
島
市
と
長
崎
市
に

投
下
さ
れ
て
か
ら
三
十
七
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
日
町
市
協
議
会
（
会

長
松
井
愛
美
）
で
は
、
八
月
六
日
午

前
八
時
よ
り
市
民
会
館
で
、
核
兵
器

全
面
禁
止
、
世
界
の
軍
備
を
全
廃
し
、

戦
争
の
発
生
阻
止
な
ど
を
訴
え
、
世

界
平
和
実
現
の
た
め
市
民
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
八
月

六
日
午
前
八
時
十
五
分
、
八
月
九
日

午
前
十
一
時
二
分
に
、
職
場
、
家
庭

で
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
岡
岡
髄
岡
岡
瞬
岡
鯛
網
岡
岡
岡
岡
図
岡
凶
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
図
岡
岡
岡
岡
岡
網
岡
岡
岡
樋
岡
網
囲
岡
岡
岡
岡
図
岡
岡
図
岡
岡
岡
岡
岡
誕
岡
岡
”
岡
”
岡
岡
岡
岡
凶
岡
岡
”
図
岡
岡
岡
岡
囲
樋
囲
岡
岡
図
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
N
岡
岡
岡
岡
岡
闘
岡
図

八
月
砂

市
民
と
語
る
日

八
月
二
日
㈲
に
日
程
を
変
更

●
中
学
生
と
語
る
会

　
　
午
後
三
時
～
四
時
半
〈
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
検
診
室
〉

●
一
般
の
市
民
と
語
る
日

　
　
午
後
四
時
半
～
五
時
半
〈
市
長
室
〉

●
青
少
年
健
全
育
成
を
テ
ー
マ
に

　
　
午
後
五
時
半
～
七
時
〈
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
〉

　
　
　
　
．
－
多
数
の
か
た
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
…
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鐡
難
難

講
叢
鐵
灘
癩
　
　
　
繊
薄

　
　
　
堀

　
　
　
繍
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
齢
　
　
蝿

重油使用料

55年→1，093万円

56年→　770万円

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
．
こ
協
力
に
よ
っ

て
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
み
を
燃
や
す

た
め
の
重
油
の
使
用
量
が
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
五
十
四
、
五
十
五
年
度
に
は
、
年

間
、
約
二
万
ト
ン
の
．
こ
み
を
処
理
す

る
た
め
百
四
十
キ
。
局
の
重
油
を
使
用

し
ま
し
た
が
、
五
十
六
年
度
に
は
、

．

こ
み
の
量
が
二
万
二
千
ト
ン
と
十
新

増
え
た
の
に
、
重
油
の
使
用
量
は
百

キ
。
局
で
済
み
三
十
暫
も
減
少
し
ま
し

た
。
ご
み
の
量
が
増
え
た
の
に
重
油

垂
マ
◆
垂
τ
・
◆
ム
マ
◆
も
・
◆
も
・
◆
も
・
▲
▼
・
墾
・
◆
ム
マ
◆
・
奪
・
◆
6
マ
◆
も
・
◆
も
・
◆
ム
マ
◆
も
・
・
◆
垂
下
◆
も
，
◆
・
塾
。
◆
毒
，
◆
．
等
．

ごみ搬入量と重油使用量（年間）

重油

刎ごみ54年度

55年度

56年度

　　1目重油使用量

1，586ぞ

897’

214

　362

96ぞ

564

455年
月56年

855年
月56年

1255年
月56年

　重油使用料金
54年度→1，078万円55年→1，093万円56年→770万円

56年4月→2，772円8月→69，069円12月→4，312円

（1日）（離職躍縢離卑奪）

の
使
用
量
が
減
っ
た
の
は
各
家
庭
の

．
、
こ
協
力
に
よ
っ
て
出
さ
れ
る
．
こ
み
の

質
が
良
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
四
十
キ
。
局
も
使
用
量
が
減
っ
た
た

め
約
三
百
万
円
の
経
費
が
節
約
さ
れ

た
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
夏
場
に
は
、
ス
イ
カ

の
皮
や
枝
豆
な
ど
水
分
を
多
く
含
ん

だ
、
こ
み
が
出
さ
れ
ま
す
。
五
十
六
年

度
の
月
別
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、

四
月
に
一
日
平
均
三
十
六
局
だ
っ
た

も
の
が
、
八
月
に
は
八
百
九
十
七
局

も
使
用
し
て
い
ま
す
。
金
額
に
換
算

す
る
と
、
四
月
は
一
日
約
二
千
八
百

円
で
済
む
重
油
が
八
月
に
は
七
万
円

と
二
十
五
倍
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
さ
に
水
に
油
を
か
け
て
処
理

し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
水
の
一
滴
く
は
各
家
庭
か

ら
の
も
の
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
遣
い
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
ス
イ
ヵ
の
九
十
五
育
は
水
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
各
家
庭
で
水

切
り
を
よ
く
し
、
特
に
ス
イ
カ
や
枝

豆
、
メ
・
ン
な
ど
の
水
分
の
多
い
も

の
は
、
二
～
三
目
か
げ
干
し
を
す
る

な
ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
家
庭
か
ら
の
小
さ
な
市
民
参
加

が
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
、
処

理
費
の
節
約
に
つ
な
が
っ
て
大
き
な

効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

わ
け
れ
ば
資
源
ま
ぜ
れ
ば
ご
み

　
．
こ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
廻
っ
て
い

る
と
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が
沢
山

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
不
要
と

な
っ
た
も
の
で
も
、
何
か
再
利
用
で

き
な
い
か
、
出
す
前
に
も
う
一
度
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ま
各
学
校
や

婦
人
会
な
ど
で
、
．
こ
み
の
回
収
や
再

利
用
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
．
こ
み
の
中

で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
は
資
源
の

再
利
用
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
注

意
し
て
仕
分
け
を
し
、
資
源
の
再
利

用
と
．
こ
み
の
減
量
の
た
め
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。

　
　
燃
え
る
ご
み
の
中
で

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
新
聞
、
雑
誌
、

ボ
・
布
、
古
着

　
　
燃
え
な
い
ご
み
の
中
で

　
空
き
か
ん
、
び
ん
類
、
金
属
類
、

粗
大
ご
み
の
な
か
に
は
、
十
分
使
え

る
家
具
や
調
度
品
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
は
不
用
品
交
換
会
な
ど
の
場
を

利
用
し
、
再
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
．
こ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
わ
け

れ
ば
資
源
、
ま
ぜ
れ
ば
ご
み
」
と
い

わ
れ
る
品
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

す
く
な
い
資
源
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

克
雪
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

新簡轟醜懸隷謹に

　
昨
年
、
克
雪
都
市
を
宣
言
す
る
際

に
、
そ
の
象
徴
と
し
て
一
般
公
募
し

「
克
雪
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
し
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
雪
を
持
ち
あ
げ
、
投
げ
お
ろ
す
力

強
い
人
間
（
市
民
）
の
姿
を
市
章
に

合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
で

す
。
　
デ
ザ
イ
ン
は
鈴
木
蘭
さ
ん
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
る
各
種
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
こ
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　
ご
利
用
の
時
に
は
、
①
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
変
更
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
②
マ
ー
ク
の
品
位
を
傷
つ
け
な
い
配

慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。
③
大
き
さ
と
色
は
原
則
と
し
て
自

由
で
す
。
④
使
用
の
時
に
は
事
前
に
総
務
課
企
画
広
報
係

（
B
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
三
六
）
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

ヲ
ン
レ
〃
グ
坊
や

　
米
の
消
費
拡
大
と
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
、
昨
年
制

定
。
デ
ザ
イ
ン
は
鈴
木
蘭
さ
ん
。

、
●・
”

雪
ま
つ
り
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　
三
十
回
雪
ま
つ
り
を
記
念
し
て
制

定
。
雪
と
織
物
と
十
日
町
を
あ
ら
わ

す
。
デ
ザ
イ
ン
は
大
関
昭
二
さ
ん
。

ぶ

◎論￥
十日璽r…雪置妻＝，四
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排水設備工事について
事業所、官公庁説明会開催

　
来
春
か
ら
、
各
家
庭
や
事
業
所
で

下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
が
始
め
ら

れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
先
が
け
て
公
共

用
施
設
及
び
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

，
（
該
当
す
る
公
共
用
施
設
及
び
事
業

所
に
は
別
に
連
絡
し
て
あ
り
ま
す
。
）

期
日
　
七
月
二
十
九
日
（
木
）

　
　
　
午
前
九
時
～
正
午

会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室

内
容
　
排
水
設
備
工
事
に
係
る
経
費

　
な
ど
に
つ
い
て

　
な
お
、
各
家
庭
を
対
象
と
し
た
説

明
会
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
地
域

ご
と
（
二
十
五
ヵ
所
ぐ
ら
い
）
に
、

十
月
か
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

水
洗
便
器
展
示

　
　
　
　
市
役
所

　
　
　
　
市
民
ホ
ー
ル
で

　
市
で
は
、
来
年
五
月
一
日
供
用
開

始
に
伴
い
各
家
庭
や
事
業
所
で
使
用

す
る
水
洗
便
器
に
つ
い
て
、
七
月
二

十
八
日
か
ら
十
一
月
ま
で
、
市
役
所

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
展
示
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

〆
ぐ
ズ
、
匁
・

　
展
示
す
る
便
器
は
、
市
の
推
奨
品

で
和
式
、
洋
式
、
兼
用
、
小
便
器
で

す
。　
市
役
所
に
お
で
か
け
の
際
は
、
ぜ

ひ
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
十
一
月
以
後
は
下
水
処
理

セ
ン
タ
ー
に
展
示
す
る
予
定
で
す
。

農
業
試
験
場

　
特
別
案
内
デ
ー

1
八
月
二
日
・
三
日
1

　
県
で
は
、
水
田
利
用
の
再
編
に
対

応
し
て
、
新
潟
米
の
生
産
を
軸
と
す

る
複
合
営
農
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
米
な
ど
の
農
産
物
の
品
質

向
上
、
土
地
利
用
の
高
度
化
、
生
産

費
の
節
減
な
ど
に
関
す
る
技
術
の
改

善
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
こ
た
え
る
農
業
試
験

場
の
試
験
研
究
の
現
状
を
公
開
す
る

特
別
案
内
デ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

節水・4つのポイント

1せんたくはまとめてしましょう。

2お風呂の水の有効利用をしましょう。

3水洗トイレの流しすぎをやめましょう。

4水道の蛇ロはこまめにしめましょう。
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馴
、
o
聖
、
0
8
、
I
I
、
o
鯉

期
間
　
八
月
二
日
～
三
日

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

会
場
　
県
農
業
試
験
場
（
長
岡
市
長

　
倉
町
）

内
容
　
参
観
者
に
対
す
る
ほ
場
施
設

案
内
説
明
。
農
業
専
門
技
術
員
と
農

業
試
験
場
の
研
究
者
に
よ
る
農
事
相

談
み
ど
こ
ろ
　
一
、
水
稲
新
品
種
の
育

成
と
選
定
、
原
種
生
産
　
二
、
水
稲

の
栽
培
法
と
土
壌
管
理
技
術
　
三
、

転
換
畑
の
基
盤
整
備
法
　
四
、
大
豆
、

ハ
ト
ム
ギ
、
飼
料
用
稲
お
よ
び
飼
料

作
物
な
ど
の
品
種
と
栽
培
技
術
　
五
、

病
害
虫
お
よ
び
雑
草
防
除
法
　
六
、

農
業
機
械
陳
列
館
、
人
工
気
象
室

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
直
接
農
業
試

験
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
交
通
事
故

　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー

　
交
通
事
故
の
保
険
請
求
な
ど
の
相

談
は
、
相
談
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
専
門
の

相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

と
き
　
平
日
…
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分
（
土
曜
目
は
正
午

ま
で
）

と
こ
ろ
．
－
目
本
損
害
保
険
協
会
新
潟

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新

潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二
、
興

亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階
、
盈
〇

二
五
二
i
二
五
－
一
八
五
一
番
）

弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日
、
午

後
一
時
～
四
時

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　
　
　
　
　
　
　
特
別
一
調
査
を
実
施

　
常
用
労
働
者
を
一
人
か
ら
二
十
九

人
雇
用
す
る
事
業
所
を
対
象
に
、

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
八
月
中
旬
頃
、
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
　
該
当
の
地
域
と
調
査
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
諏
訪
町
、
神
明
町
（
服
部
ナ
ミ
エ
）

　
田
麦
、
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
塩
ノ
又

　
（
福
崎
正
幸
）

　
山
際
、
岩
野
（
水
落
昭
夫
）

　
水
野
町
、
若
宮
町
（
小
島
元
一
）

　
高
山
第
四
、
卸
売
市
場
、
高
田
町

　
五
．
六
丁
目
（
高
橋
ヒ
サ
）

　
お
問
い
合
せ
は
、
総
務
課
企
画
広

報
係
（
盈
七
－
三
一
二
番
内
線
二

三
吾
へ
．

中
元
用
事
業
資
金
融
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
国
民
金
融
公
庫
ー

　
中
元
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
国
民
金

融
公
庫
で
は
、
中
元
用
事
業
資
金
を

融
資
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
、
買
掛
金
、
支
払
手

形
、
従
業
員
の
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
支

払
い
が
重
な
り
、
運
転
資
金
も
必
要

と
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る

方
は
、
お
早
目
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。融
資
限
度
　
千
八
百
万
円
以
内

融
資
期
間
　
五
年
以
内

利
率
　
年
八
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト

返
済
方
法
　
月
賦
ま
た
は
一
時
払
い

保
証
人
　
一
名
以
上
（
担
保
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
申
し
込
み
は
国
民
金
融
公
庫
取
り

扱
い
の
市
内
金
融
機
関
へ
。

住
宅
展
示
会
開
催

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
八

月
二
十
一
日
（
土
）
か
ら
九
月
五
日

ま
で
建
築
中
の
中
条
上
原
の
現
地
で

住
宅
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
戸
数
　
十
戸

分
譲
価
額
　
千
百
万
円
台
（
一
戸
）

～
千
六
百
万
円
台
（
】
戸
）

融
資
　
住
宅
金
融
公
庫
…
最
高
六
百

成
十
万
円
、
年
利
五
．
五
％
、
償
還

期
間
最
長
二
十
五
年

　
公
社
補
足
立
替
…
…
最
高
五
百
万

1
上
原
団
地
1

円
、
年
利
四
．
五
％
、
償
還
期
間
最

長
二
十
年

　
公
社
特
別
立
替
…
…
最
高
二
百
五

十
万
円
、
年
利
八
・
○
％
、
償
還
期

間
最
長
二
十
年

　
自
己
資
金
…
…
百
万
円
台
か
ら

　
お
問
い
合
せ
は
、
新
潟
県
住
宅
供

給
公
社
分
譲
課
（
E
O
二
五
二
ー
六
六

1
0
一
八
四
番
）
か
、
市
建
設
課
建

築
住
宅
係
（
盈
七
⊥
三
二
番
内
線

二
五
〇
）
へ
。
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棄曝四

市体育課（奮7－3111内線275）・市民体育館（傭7－5208）・市民プール（B7－3736）

劉塑”㎜卿饗螺讐讐ア㎜讐
i底げ嶺　　・　，『i
i　市鱗熱欝難麟滋窯船輪を、i

i高めま笹　　　　　　　・　i

i　みんなの華驚霧孝の輪を一i
房ノ！、／“、““＿““““、“、““＿、“7／“！“ノフ、““““““）1ノノ！““篇〃彦

親と子のつ櫻嘉惣一ル大会8月の主な行事予定

齢蝶熱をノ1

8月22日（日）〈雨天中止〉

午前8時半、マイクロバスが市役所前を

出発します。

■参加料

大人300円、こども100円（保険料含）

　　～当目会場にて受付～

■申し込み

●申込用紙

市体育課・市民体育館・各地区公民館

にあります。

■申込先　8月12日㈱までに市体育課ま

　　　　　たは市民体育館へ。

（電話申込可：六箇郵便局盈7－3652へ〉

目主催　市教育委員会

■後援　塩之又森林運動公園管理組合、

　　　　市体育協会・市体育指導委員会

■主管　六箇地区体育協会

　　　民踊大会＿

（響聯暮艦員会）

8月8日（日）午前8時～〈雨天中止〉

会場　信濃川運動公園野球場Bコートほか

■参加資格

●市内在住もしくは在勤の40歳以上の男子

　　（昭和17年4月1日以前生まれ）

●市内在住もしくは在勤の20歳以上の女子

　　（昭和37年4月1日以前生まれ）

●1チーム9名以上15名以内（内女性2名

　以上）を原則とする。

■参加料　1チーム2，000円（保険料含）

　　　　　申込時に納入

■申し込み　市民体育館または市体育課へ

　　　　　　申込用紙があります。

　　　　　　（7月31日正午までに）

～健康増進・親睦のため

　　　　多数参加ください～

　　　民踊講習疹

8月20日（金）

　　夜7時から

会場市民体育館
　　（内ばきを用意してください）

8月1日（日）夜7時～9時半

会場　市民体育館（内ばき持参）

■講師

　佐野久美・高橋トク

　中村田鶴子・田口静江各先生

民踊に興味のある方ならどなたでも参加できますので多数おいでください

月日
（曜） 大会・行事 会　　場 主　催

8／1

（日）

第15回町内対抗

　　少年野球大会
青少年野外スポーツ
センター、ほか

教育委員会

第8回十日町～飯山
歩けアルケあるけの会

十日町～飯山 〃

郡市6人制
　バレーボール大会

市民体育館
バレーボー
ル協会

軟式庭球

　技術等級認定会
信濃川運動公園
テニスコート

庭球協会

民踊講習会（夜） 市民体育館
体育指導委
員会

8／7

（土）

カデットホープス卓球
大会＋日町支部予選会

市民体育館 卓球協会

柔道暑中げいこ 武　道　館 柔道協会

8／8

（日）

ソフトボール大会
信濃川運動公園野球
場Bコート、ほか

体育指導委
員会

地区体協親善野球大会 信濃川運動公園野球
場（A・Cコート）

地区体育協
会

8／20
（金）
民　　踊　　大　　会 市民体育館

体育指導委
員会

8／21
（土） 青年大会県大会 佐　渡　郡

8／22
（日）

親と子のつどい
六箇塩ノ又森林運動
公園

教育委員会

陸上郡市対抗 陸上協会

軟式庭球第2回赤M杯
郡市クラブ対抗

信濃川運動公園
テニスコート

庭球協会

スポーツ少年団県大会 三　条　市
スポーツ少
年団

8／27
（金）

諏訪神社奉納

　　少年相撲大会
諏訪神社 相撲協会

8／29
（日） 剣道昇段審査会 市民体育館 剣道協会

8／31
（火） 市民プール閉場

8月

バスケットボール
　ナイターリーグ戦

市民体育館
バスケット
ボール協会

体操高校訪問 十高、十実高、津南高 体操協会

9／5

（日）
市民体育大会（第12回）

＋日瞬高校

グラウンド
十日町市

鷲跡嘆

8月21日（土）

　　～22日（日）

渡一一佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
一
　
　
　
　
　
場

　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
出

ら
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
が

か
　
ツ
ー
球
　
樋
団

市
上
ケ
女
庭
球
演
手

町
　
　
ス
男
式
　
　
道
選

日
陸
バ
（
軟
卓
柔
各

十
●
●
　
　
●
●
●
の

　
　
　
た
だ
、

す。

　選手の皆さんのファ

イトあるプレーを期待

しましょう。
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老
人
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

酉
躍
，
黍

　
新
潟
県
で
は
、
　
”
老
後
の
生
活
は

み
ん
な
の
力
で
”
を
テ
ー
マ
に
「
福

祉
に
い
が
た
ふ
れ
あ
い
運
動
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
の
一
環
と
し
て
、
県
民

の
老
人
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
、
焼
死
や
交
通
事
故
防
止
、

中
で
も
本
県
に
多
い
老
人
の
自
殺
防

止
を
主
眼
と
し
た
老
人
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
効
果
的
に
実
施
す

る
た
め
、
　
“
心
が
ふ
れ
あ
う
明
る
い

家
庭
づ
く
り
”
　
”
敬
老
思
想
の
徹
底
”

を
図
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
小
学
生
、
中
学
生
、
一

般
（
高
校
生
を
含
む
）

題
材
　
老
人
の
自
殺
、
焼
死
、
交
通

語

募

集

事
故
防
止
、
中
で
も
老
人
自
殺
の
防

止
の
た
め
心
の
ふ
れ
あ
い
を
尊
重
す

・
る
“
明
る
い
家
庭
づ
く
り
”
　
”
敬
老

思
想
の
徹
底
”
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
。

応
募
点
数
　
一
人
三
点
以
内

応
募
方
法
　
普
通
は
が
き
か
応
募
用

紙
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

電
話
番
号
を
明
記
し
て

締
切
日
　
八
月
十
目
（
消
印
有
効
）

表
彰
小
・
中
・
一
般
．
こ
と
に
、
最

優
秀
賞
、
優
秀
賞
（
二
点
）
、
佳
作

（
三
点
）
い
ず
れ
も
賞
状
と
記
念
品

応
募
先
　
新
潟
市
学
校
町
一
、
新
潟

県
民
生
部
社
会
福
祉
課
内
「
福
祉
に

い
が
た
ふ
れ
あ
い
運
動
」
係
（
盈
〇

二
五
二
－
二
三
－
五
五
一
一
番
内
線

三
一
六
四
、
三
六
八
七
）
へ
。

大
池
市
民
施
設
・
夏
期
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
●
ミ
テ
ィ
ー
ラ
ア
ー
ト
展
●
イ
ン
ド
古
典
舞
踊

　
　
　
　
　
　
●
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

　
ダ
ル
マ
シ
ュ
ト
レ
ー
ナ
ス
ク
ー
ル
　
　
に
根
ざ
し
た
中
国
の
伝
統
武
道
（
一

で
は
、
大
池
市
民
施
設
（
旧
大
池
小
　
　
日
　
午
前
十
時
～
正
午
）

学
校
）
で
、
八
月
一
目
か
ら
一
ヵ
月
間
、
　
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
　
ヴ
ァ
サ
ン
タ
マ

、
・
、
テ
ィ
ー
ラ
．
ア
ー
ト
展
と
、
次
の
　
　
ラ
と
シ
ヤ
ク
テ
ィ
に
よ
る
イ
ン
ド
の
・

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
民
族
性
を
土
台
に
し
た
、
意
欲
的
で

太
極
拳
　
自
然
と
一
体
に
な
る
思
想
　
　
大
胆
な
創
作
舞
踊
（
八
目
、
午
後
二

華
．
嚢
、
嚢
、
糞
．
糞
．
韓
．
嚢
、
嚢
、
糞
、
奪
．
ミ
垂
、
奪
、
奪
、
馨
、
馨
’
糞
’
嚢
’
§
’
嚢
’
奪
’
奪
’
嚢
’
馨
’
嚢
’
嚢
’
奪
垂
、
’
韮
’
馨
垂
、
’
奪
’
馨
’
奪
’
奪
’
蓼
奪
’
嚢
’
韮
’
奪
’
嚢
’
箋
’
黍
’
§
’
嚢
’
華
’
嚢
’
奪
’
黍
’
糞
’
華
’
奪
プ
§
’
奪
ご
華
奪
’
韓
’
麩
’
嚢
’
§
’
馨
’
塗
’
奪
’
馨
チ

知っていますか？

》心と体をむしばむ
シンナー乱用の恐しさく1

からだ

　
　
　
舶
明
人
亡

　
　
　
面

　
　
顔
失
廃
死

害
骸

障
　
　
．
調

臓
　
病
失

内
貧
慰

こころ
　意識混濁

幻聴・幻覚

無気力・怠惰
　　　　　　学力低下
慢性中毒
　　　　　　怠　　業

　　　　　　犯　　罪

　　　　　自　　殺

青少年育成十日町市民会議

シンナー、接着剤などを乱用すると、肝臓や

腎臓などの臓器障害のほか、大脳が犯され、

ついにはきわめて治りにくい精神病となり、

一歩あやまれば、急性中毒や窒息により尊い

生命を失ない悲惨な結果をもたらします。

、接着剤、トルエンなどの乱用や

よ法律によって処罰されます

シンナ

その販

　障害者の自立と参加促進運動の

標語・シンボルマーク募集

　県では、今年度から、障害者の参加（Participati

on）と平等（Equality）の趣旨に添って、社会の諸活

動に参加する障害者の行動（Action）と勇気（Courge）

をたたえ、希望（Hope）の輪を広めることとし、

これを「ピーチ（PEACH）運動」と呼び、障害者

の活動意欲と県民の協力活動をさらに高めるため、

積極的な運動の展開を図ることにしていますが、

この運動に使用する標語とシンボルマークを次の

とおり募集しています．

　題材　ピーチ運動の意識を高め、運動の普及、

　啓発に活用するのにふさわしいもの

　応募資格　小、中、高校生及び一一般

　提出先　8月20日（金）までに市役所内の十日

　町市社会福祉協議会へ。

色と大きさ（シンボルマーク）

　●3色程度

　●葉書または葉書大の白紙

応募上の注意　●作品の裏に市名、学校名、学

年、氏名、性別（一般は住所、氏名、年齢、職

業、性別）

　●入賞作品の版権は新潟県に属し、作品は返却

　しません。

表彰　●標語　優秀賞1点、佳作3点　●シン

ボルマーク優秀賞1点

時
～
四
時
）

ル
バ
イ
ヤ
ー
ト
　
十
一
世
紀
の
ペ
ル

シ
ヤ
の
詩
人
オ
マ
ル
・
ハ
イ
ヤ
ー
ム

作
の
「
ル
バ
イ
ヤ
i
卜
（
四
行
詩
）
」

を
長
谷
川
時
夫
が
う
た
う
（
十
四
日

午
後
十
時
）

操
体
法
　
東
洋
医
学
の
実
践
者
と
し

て
知
ら
れ
る
県
立
加
茂
病
院
須
永
医

師
に
よ
る
、
自
然
の
原
理
に
よ
る
健

康
法
（
十
五
日
、
午
前
十
時
～
正
午
）

イ
ン
ド
洋
上
に
生
き
る
　
南
海
の
楽

園
モ
デ
ル
イ
ブ
共
和
国
に
住
む
人
々

を
描
い
た
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
i

映
画
（
十
五
日
、
午
後
二
時
～
）

イ
ン
ド
料
理
　
新
潟
市
で
カ
レ
i
店

を
経
営
す
る
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
さ
ん

に
よ
る
本
格
的
な
菜
色
カ
レ
ー
の
講

習
会
（
二
十
二
目
、
午
後
二
時
～
）

ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト
　
十
日
町
姿

バ
ン
ド
に
よ
る
ヒ
ッ
ト
ポ
ッ
プ
ス

（
二
十
九
日
、
午
後
二
時
～
）

　
い
ず
れ
も
入
場
無
料
で
す
。
お
問

い
合
せ
は
盈
二
ー
二
三
九
六
番
へ
。

通
信
制
消
費
生
活
講
座
実
施

　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有

職
や
在
宅
の
消
費
者
を
対
象
に
、
地

域
に
お
け
る
指
導
的
役
割
を
果
す
消

費
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て
、
五
十

七
年
度
通
信
制
消
費
生
活
講
座
を
実

施
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
七
月
三
十
目
ま
で
に
市
商
工
課

（
盈
七
i
三
二
一
番
内
線
二
六
六
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
　
九
月
～
三
月

受
講
料
無
料

内
容
　
●
消
費
者
行
政
、
消
費
者
問

題
の
知
識
、
●
商
品
知
識
、
●
食
生

活
問
題
の
知
識
、
●
物
価
問
題
の
知

識
な
ど
。

市
民
観
望
会
開
催

　
十
目
町
星
の
会
で
は
、
，
次
の
目
程

で
市
民
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
夏
の
夜
空
に
き
ら
め
く
星
座
を
心

ゆ
く
ま
で
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

宇
宙
と
天
体
の
神
秘
が
あ
な
た
を
魅

了
す
る
は
ず
で
す
。

七
月
二
十
七
目
　
中
条
地
区
公
民
館

七
月
二
十
八
日
　
新
座
分
館

八
月
二
但
　
市
役
所
裏
駐
車
場

八
月
十
日
　
下
条
地
区
公
民
館

ー
十
日
町
星
の
会
1

八
月
二
±
二
日
吉
田
地
♂
予
定

八
月
二
十
四
日
　
水
沢
地
区
．

　
時
間
は
、
い
ず
れ
も
夜
七
時
半
か

ら
九
時
ま
で
で
す
．
参
加
．
こ
希
望
の

方
は
、
直
接
各
会
場
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
市
民
観
望
会
の
お
問
い
合
せ
は
、

南
雲
敏
夫
さ
ん
（
盈
〇
二
五
七
六
－

八
ー
三
八
三
〇
番
）
へ
。
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難
麗
羅
．

饗

齪
嚢
藁
嚢
醗
嚢
馨

　
　
　
舜

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

8
月
11
目

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54
年
2
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

8
月
20
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56

年
2
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に
育

児
学
　
級

8
月
18
目

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

57

年
4
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

8
月
23
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
10
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
需
謄
魏
嬰
鶏
蕩
胡
嘱
方
は
歯
科
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら
歯
を
き

●
水
ぼ
う
そ
う
、
は
し
か
、
風
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
等
の
伝
染
性
疾
患
に
か
か
っ
た
場
合

翌
月
の
健
診
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

　
　
　
）

8
月
2
日
帽

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

水
口
公
民
館
新
保
・
水
口
・
下
山
・
新
光
寺

午
後
1
時

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館
山
際
・
原
・
廿
日
城
・
岩
野

8
月
3
日
㈹

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

下
条
公
民
館
下
条
栄
町
・
下
条
中
央
通
り

桑
原
・
野
田
・
貝
ノ
川

午
後
1
時

～
午
後
3
時

下
条
公
民
館
為
永
・
下
条
本
町
・
山
根

蟹
沢

8
月
4
日
㈹

午
前
9
時

～
午
前
11
時

上
新
田
公
民
館

上
新
田
1
・
2
・
3

午
前
n
時
15
分

ー
午
前
n
時
4
5
分

市
之
沢
作
業
場

市
之
沢

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

新
水
克
雪
セ
ン
タ
ー

新
水
・
蕨
平
・
上
田
原

8
月
5
日
㈲

午
前
9
時
30
分

～
午
前
沁
時

当
間
冬
季
分
校

当
　
間

午
前
10
時
1
5
分

～
午
前
10
時
4
5
分

大
石
冬
季
分
校

大
　
石

午
前
．
11
時

～
午
前
n
時
30
分

飯
塚
洲
司
氏
宅

中
在
家
・
水
沢
市
之
沢

，
午
後
1
時

～
午
後
3
時

姿
　
公
　
民
　
館

姿
1
・
2
・
安
養
寺

8
月
6
日
働

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

新
座
保
育
園
新
座
1
・
2
・
本
町
7
の
2

午
後
1
時

～
午
後
3
時

新
座
保
育
園
新
座
3
・
4
・
本
町
7
の
ー

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な
い

　
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
才
以
上
の
か
た
は
血
圧
測
定
後
レ
ン
｝
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
　
時
所
時
院
時
館

御
役
衡
御
民

舞
轟
病
藤

灘
塒
町
塒
条
塒
地

難
前
目
前
前
条

　
　
午
＋
午
中
午
下

鍵

8月3目（火）

8月4日（水）

8月5目（木）

明日といわず今献血しましょう

十
日
町
保
健
所

総
合
相
談
日
を
開
設

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
六
月
か
ら

日
を
定
め
て
各
種
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
保
健
所
に
は
医
師
、
保
健
婦
、

栄
養
士
、
獣
医
師
、
精
神
衛
生
相
談

員
、
臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線

技
師
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
専

門
分
野
で
応
待
し
ま
す
の
で
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
と
き
は
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
健
康
に
つ
い
て
悩
み
が
あ
る
と
き

●
食
品
衛
生
や
食
品
の
安
全
性
に
つ

い
て
知
識
を
得
た
い
と
き

●
薬
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
得
た

い
と
き

●
公
害
な
ど
で
悩
み
が
あ
る
と
き

◎
相
談
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
前

九
時
半
～
十
一
時
ま
で
受
付
、
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1

29　22　15　　　　8　　　　1

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

上
村
病
院
（
屯
里
村
田
中
）

　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

　
　
B
5
の
2
0
0
3
番

富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
E
2
の
3
2
6
9
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
…

　
　
B
8
の
2
0
3
9
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　一　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　9　　　　　　　一　　　　　　　曹　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　q　　　　　一　　　　甲　　　　一　　　　一　　　甲　　　騨　　　一　　一　　一　－　印　甲
一曹甲

一
時
～
四
時
ま
で
受
付
（
医
師
の
健

康
診
断
受
付
は
午
後
一
時
～
二
時
）

　
詳
し
く
は
十
目
町
保
健
所
（
盈
七

－
二
四
〇
〇
番
》
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
三
十
目
囲
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
　
伊
達
第
一
・
第
三
の
各

一
部
、
大
黒
沢
、
小
黒
沢
の
各
全
部

▼
八
月
四
日
困
　
午
前
八
時
～
午
後

一
時
昭
和
町
一
丁
目
、
寿
町
三
丁

目
・
四
丁
目
、
美
雪
町
一
丁
目
・
二

丁
目
、
千
歳
町
一
丁
目
・
三
丁
目
、

河
内
町
、
山
本
町
三
丁
目
・
四
丁
目
、

妻
有
町
東
一
丁
目
・
二
丁
目
、
川
治

内
後
の
各
一
部
、
寿
町
一
丁
目
・
二

丁
目
、
妻
有
町
西
一
丁
目
・
二
丁
目
・

三
丁
目
、
千
歳
町
二
丁
目
の
各
全
部

▼
八
月
十
日
㈹
　
午
前
八
時
～
正
午

下
条
栄
町

虫歯のないよい子
　　　　　　　（7月分）

住　　所 氏　　名 保護者

土　市　　2 村山　泰助 ＝眞一

新　宮　　1 佐藤　真人 孝司

高田町3西 西野亜希子 正隆

下川原町 貝瀬　智美 松美

丸　　山　町 関　　正　浩 晴男

春日町3 荻野　典行 敏寛

谷内丑　1 津田　敏明
んrを
艮口

北新田　1 上村　雪絵 隆平
『

北新田　2 高橋　圭介 正治
山　本　　5 増　田　　亮 明弘

四日町新田2 伊藤　拓己 収一

四　日　町　1 岩田　智子 五作

尾　　　　崎 佐藤　央子 光夫

　
　
ゆ
ず
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月
15
日
ま
で
の
受
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分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）
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名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

歩
　
　
行
　
　
器

中
　
　
古

五
千
円

子
供
用
自
転
車

中
　
　
古

五
千
円

タ
イ
ガ
ー
ジ
ャ
ー

ス
　
イ
　
ハ
　
ン
　
キ

〃

五
千
円

婦
人
用
自
転
車

〃

五
千
円

美
容
ス
チ
ー
マ

〃

五
千
円

ピ
　
　
　
ア
　
　
ノ

〃

相
談
で

バ
イ
ク
50
㏄

〃

一
万
五
千
円

二
段
ベ
　
ッ
ト

〃

一
万
二
千
円

ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

青
色
M

一
万
七
千
円

バ
イ
ク
90
㏄

中
　
古

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

五
千
円

冷
　
　
蔵
　
　
庫

〃

二
万
五
千
円

　　　　　　　　　　　　　　　　　夏　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　藩　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　類　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　難　　　　　　　　難　　　　　　　襲　　　　　　灘　　　　　灘　　　霧　　㊧　菜野

　　　簗

　　　　　　　　　　　　ようきそう
　ニラは古来から賞用されr陽起草とし

て人を補い温まる性のよき者なり」とい

って植えることをすすめています。

囹栄養…葉はビタミンA・Cやミネラル

　が多く含まれています．

囹効用…ビタミン類の補給になるほか、

　特異臭のある硫黄化合物を含んでいて、

　消化を助け、食欲増進、消炎、発汗、

　解熱作用などがあるので、カゼの初期

　にはニンニク同様に用いることができ

　ます。

　※一度食べつづけるとあの臭いもかえ

って好ましくなるもの。妙め物、汁物な

どに利用して夏バテを防ぎましょう。

一r野菜は薬だ」健康双書より


